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日
・
韓
図
書
協
定
に
基
づ
く
図
書
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
の
十
一
月
十
四
日
に
横
浜
で
署
名
さ
れ
た
日
・
韓
図
書
協
定
は
、
本
年
五
月
二
十
七
日
に
国
会
で
承
認
さ
れ
、
六
月
十

日
に
発
効
し
た
。
図
書
は
協
定
上
、
発
効
後
六
箇
月
以
内
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
の
政
権
交
代
後
、
韓
国
政
府
は
竹
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
改
修
、
漁
民
宿
泊
所
拡
張
、
海
洋
科
学
基
地
建
設

等
、
不
法
占
拠
を
強
化
す
る
行
動
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
四
人
の
閣
僚
が
立
て
続
け
に
竹
島
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
竹
島
の
住
所
・
道
路
名
を

無
断
で
命
名
し
た
。
ま
た
大
韓
航
空
の
日
本
路
線
に
お
け
る
新
型
機
導
入
を
記
念
し
、
わ
ざ
わ
ざ
竹
島
上
空
を
デ
モ
フ
ラ
イ
ト

す
る
な
ど
、
行
動
が
日
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
韓
国
の
一
方
的
な
行
為
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
日
・
韓
図
書
協
定
に
基
づ
く
両
国
の
友
好
協
力
の
推
進
に

水
を
差
す
行
為
で
あ
る
。
わ
が
国
国
民
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
図
書
引
き
渡
し
に
慎
重
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

日
・
韓
図
書
協
定
に
基
づ
く
図
書
の
引
き
渡
し
に
関
し
て
は
、
政
府
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
予
定
で
あ
る
の

か
。
そ
の
際
、
国
民
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
う
つ
も
り
な
の
か
。

一



二

韓
国
側
の
竹
島
へ
の
対
応
に
起
因
し
て
、
図
書
引
き
渡
し
の
雰
囲
気
が
整
わ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
引
き
渡
し
を
延
期
す

る
こ
と
が
可
能
か
。

右
質
問
す
る
。

二


